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（別紙２） 

事後調査の結果 

調査項目 ： 水循環 

予測した事項 ： 地下水の水位及び流況の変化の程度 

 
１ 調査地域 

 図 2-1に示す橋梁部及びその周辺範囲とした。 

 
２ 調査手法 

(1) 調査事項 

① 予測した事項 

・地下水の水位及び流況の変化の程度 

 
② 予測条件の状況 

・橋台基礎の状況、地質の状況 

 
③ 環境保全のための措置の実施状況 

 

(2) 調査時点 

① 予測した事項 

 橋梁工事の着手 1 年以上前の平成 26 年 6 月から、橋梁工事が完了した平成 30 年 6 月から 1

年後の令和元年 6月まで継続して観測を行った結果について報告するものである。 

 
② 予測条件の状況 

 橋梁工事の施行中随時とした。 

 
③ 環境保全のための措置の実施状況 

 橋梁工事の施行中随時とした。 

 
(3) 調査地点 

① 予測した事項 

 調査地点は、図 2-1に示すとおり、橋梁部周辺で不圧地下水及び被圧地下水を観測できる 1

地点（2観測井）とした。観測井の設置状況は表 2-1に示すとおりである。 

 

表 2-1 観測井の設置状況 

番号 掘削深度（GL-ｍ） ストレーナ位置（GL-ｍ） 

NO.1-1（不圧地下水） 9.0 4.0～ 8.0 

NO.1-2（被圧地下水） 22.0 11.5～21.5 

注）評価書ではストレーナをスクリーンと記載している。 

 

② 予測条件の状況 

 橋梁工事区域内とした。 
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③ 環境保全のための措置の実施状況 

 橋梁工事区域内とした。 

 
(4) 調査方法 

① 予測した事項 

 地下水位観測井戸内に水圧水位計等を設置して、地下水位を観測した。 

 
② 予測条件の状況 

 現地調査及び工事関係資料を整理する方法とした。 

 
③ 環境保全のための措置の実施状況 

 現地調査及び工事関係資料を整理する方法とした。 
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(2) 評価書の予測結果と事後調査の結果との比較検討 

 不圧地下水（宙水）及び被圧地下水のモニタリングから、工事の実施前に比べて、橋梁工事

の期間中における地下水位の状況に大きな変化は確認されなかった。工事の実施後にも地下水

位の状況に大きな変化は確認されていない。 

 このため、橋梁工事による水循環への著しい影響はなかったと考えられ、評価の指標とした

地下水の流況に著しい影響を及ぼさないことを満足する。 
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